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E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html








発行:調布九条の会「憲法ひろば」


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫
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　調布｢憲法ひろば｣は19日、１月例会をあくろす３階｢研修室｣で開催しました。今回は「南海の戦跡を歩いて」と題し染地３丁目在住の伊賀上武さん(写真右上)が語り、20人が参加しました。司会は佐藤泰男世話人(写真左)、記録レポートは近田三男世話人が担当しました。　　（編集部）





｢あの戦争｣の真


実を知るために


　伊賀上さんは、自己紹介のあと、前置きとして次の問題点を指摘された。＊戦争体験者はなかなか本当のことを、とくに加害体験を話してくれないこと。＊次世代の人は、一九四五年（終戦）から五二年四月二八日（講和条約発効の日）までは、何もできなかった空白の時期のために、戦争の事は忘れさせられてしまったこと。＊次々世代の人は、戦争の事を教えてもらったことがなく、無関心になっていること。十二月八日は何の日かと聞くと、ジョン・レノンが殺された日と答える。伊賀上さんがオーストラリアにいく機内で隣席の娘さんと話す機会があったので、日本とオーストラリアは戦争をしたことを話すと、初めて聞いたとびっくりしていたという。


　そこで戦争の真実を知るには「戦場体験資料館」（北区滝野川）の利用や兵・下士官の自費出版の手記を読むことを勧めるが、弾の飛んでこない所にいた佐官、将官クラスの戦記は信用できないと語った。


戦跡歩き


　戦跡歩きを始めたのは、自分の生まれた年（昭・十九年）の頃の日本はどんな状況だったのかと関心をもち、調べてみようということが動機だった。


▼テニアン


　最初に行ったのが、広島・長崎に原爆を落とした米爆撃機Ｂ二九の出撃基地となったテニアンだった。テニアンではバイクが借りられたので、出撃基地の飛行場跡をはじめ島中走り回って見た。島民が追い詰められて二千人以上自決した断崖に立った時、昭・十七年の頃から調べなければと思い至った。


▼ニューギニア


　ニューギニア(東部)に上陸した部隊人数は、一五万九千人で生還者は一万四九人であった。ここから「ジャワは極楽ビルマは地獄生きて還れぬニューギニア」といわれた。未収集遺骨はいまだに約八万柱といわれる。遺骨は東部ニューギニアのマダンに集中している。


▼ソロモン


　ガダルカナル島　　上陸約三万人、戦病餓死約二万人、（殆どが餓死、ガダルカナル島を餓島ともいう。）米軍は、日本軍の動きをすべてつかんでいて攻撃した。ブーゲンビル島　　守備隊約八万人、戦病死約五万人、山本五十六司令長官は海軍基地（ブイン）を飛び立った飛行機で狙い撃ちされ、戦死した。


未収集の遺骨


をどうするか


　戦争全体で、二四〇万人が戦病餓死し、一一三万柱が未収集となっている。「どうしたらよいと思いますか」と伊賀上さんは参加者に問いかけた。（近田三男記）
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